




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































８)Thomas Friedman, “The World Is Flat.”
(Farrar Straus and Giroux,2005)の p.244参照。
このハードカバーの初版本には，クリスト
ファー・コロンブスが乗っていたサンタ・マリア
号に似た帆船が二隻描かれている。世界の果てで
今にも滝の上から奈落の底に落ちそうな一隻はミ
ドル・クラスのなかのバニラ・コモディティ（役
立たず）を，また滝から無事に遠ざかりつつある
一隻はミドル・クラスのなかの無敵の民（アウト
ソーシング・オフショアリングとは無縁の人々）
を象徴している。
９)筆者は，1990年代から2000年代にかけて，淡路
島の社会人大学の受講生の子息の結婚式と披露宴
にしばしば主賓の一人として参加した。淡路島の
南半分には，富裕な農家や漁家が多い。①結納金
の額や②披露宴の引き出物，③新婦の親が持たせ
る家電・家具類など，いずれにおいても「豪華」
としか形容しようがないほどであった。「①プラス
②は③よりも多いのか，少ないのか。」について，
招待者たちはしきりと自分たちの推測を披露し
合った。ほかには，共通の話題が乏しかった。今
日ではあまり見かけなくなったが，かつては③を
運ぶトラックが３台，４台と列をなして新郎の家
の周囲を何回も巡回した。荷物全体に大きな紫色
のリボンが結ばれていた。
10)ソースティン・ヴェブレン著，高哲男訳，「有閑
階級の理論―制度の進化に関する経済的な研究」
（ちくま学芸文庫，1998年）のp.120参照。ここに
は，誇示的消費（conspicuous consumption）が述
べられている。筆者は，それを「見せびらかし消
費」というふうに，研究会メンバーには説明して
いる。いかなご魚醤油が土産物で，しかも見せび
らかし品になってしまうと，その試作プロジェク
トは成功しない。筆者としては，いかなご魚醤油
に愛着心を抱いてくださる企業人と消費者をコツ
コツと増やしていきたい。
11)ナシーム・ニコラス・タレブ著，望月衛訳，「ブ
ラック・スワン（上）」（ダイヤモンド社，2009年）
のp.42参照。21世紀になって早や10年。計算不
可能で予測不可能な出来事を象徴するブラック・
スワン（黒い白鳥）が次々に舞い降りてくる世の
中にあって，「大学の教員にも，ある断層から別の
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商品学の地域社会との関わり
断層にジャンプして移る勇気が求められている。」
ということを筆者も承知している。しかしそれと
同時に「『明鏡止水』の心境で，自信をもって商品
学の効用を大学内外で訴求し続けていきたい。」と
いう気持ちを抱いている。
（みつい みつはる 商品学)
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